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埼玉県福利委員制度の誕生

1．米騒動と共済会
　大正7年、北陸の一寒村からあげられた烽火は、燎原の火が如く全国を米騒動の渦
に巻き込んだ。
　時の埼玉県知事岡田忠彦氏は深く社会情勢を憂うるところがあり、自ら筆をとって
埼玉県共済協会設立趣意書を起草、まずこれを渋澤榮一氏に諮って広く世に発表した
のが8月25日であった。

　岡田知事は県会議員協議会や部長会議を通じて或いは多額納税者、一般篤志家、製糸業者、県内旅行
業者に合意を求めて熟議懇談すること数次、次第に成案を得て年末までには準備全く成った。
　一方、寄附行為案並びに第1次事業計画案を関係者に示して協議の結果「埼玉共済会」と改称するこ
とに決し、大正8年3月20日設立協議会を開催して議案可決、4月10日財団法人設立の許可を得た。
　かくて大正8年7月埼玉共済会は「福利委員制度」を設け、10月15日児玉郡本庄町ほか25町村に73名
を委嘱したのをはじめとして、年を逐って委員を拡大し、大正9年3月には県下372町村中138町村に
312名、大正11年3月末には336町村に640名、昭和2年9月には僅かに5村を残して全市町村に設置され、
委員数も1,060名を数えるに至った。福利委員の任期は当初は別段の定めはなかったが、その後規定を
改めて任期を3年とし、また市町村長はその会の分区長たると共に常務福利委員とし、関係分区におけ
る委員活動の中心となることになった。この福利委員制度は創設以来12年6ヶ月活動を続けたのである
が、昭和7年1月の救護法実施を前にして、昭和6年12月18日埼玉県告示第619号による埼玉県方面委員
設置規定をもって県に移管し、「方面委員」と改称した。

2 ．埼玉共済会顧問、渋澤子爵
　本県が生んだ財界の巨頭であり、明治、大正、昭和を通じわが国に重きをなした子
爵渋澤榮一氏は、共済会の顧問として福利委員制度についても多大の指導貢献をされ
た。また、救護法実施請願が実った昭和6年、全日本方面委員連盟の結成が決議され、
渋澤子爵は会長に推されたが、その結成式をみずに昭和6年11月長逝された。
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編
集
を
終
え
て

　

昭
和
48
年
に
財
団
法
人
化
さ

れ
、
そ
の
翌
年
に
開
催
さ
れ
た
第

1
回
県
大
会
も
回
を
重
ね
、
記
念

す
べ
き
第
50
回
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
数
多
く
の
諸
先
輩

の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
認

識
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
ご
来
賓
を
始
め
、
ご
参
会
さ
れ

た
多
く
の
方
々
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
閉
会
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

大
き
な
喜
び
で
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
9
千
人
近
く
の

全
会
員
が
県
大
会
に
出
席
で
き
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
、
会
場
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
も
あ
り
、
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
第
50
回
県
大

会
の
状
況
を
全
会
員
に
お
伝
え
す

る
こ
と
を
願
い
、
発
刊
に
至
り
ま

し
た
。
お
読
み
に
な
ら
れ
た
皆
様

に
第
50
回
県
大
会
の
状
況
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
志
子
田　
健
一
）

渋沢栄一
（埼玉県深谷市所蔵）

岡田忠彦



　
埼
玉
県
と
の
共
催
に
よ
り
ま
す
、
令
和
6
年
度

第
50
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
県
内
各
市
町
村
か
ら
本
年
も

大
勢
の
委
員
の
方
々
の
ご
参
集
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
、
社
会
や
家

族
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
中
、
人
々
が
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
共
生
社
会

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
地
域
づ
く
り
の
要
と

な
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
期
待
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立
対
策
や
、
子
ど

も
・
子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
う
活
動
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
来
年
は
改
選
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
埼
玉
県
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
の
な
り
手
確
保
に

つ
い
て
の
要
望
書
を
知
事
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
と
し
て
の
検
討
委
員
会
が
こ
の
9
月
に

開※
１

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
迅
速
な
対
応
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
県
民
児
協
の
4
部
会
が
活
動
報
告
を

行
い
ま
す
。
協
力
員
制
度
の
事
例
共
有
、
地
域
住

民
に
寄
り
添
う
た
め
の
欠
員
状
況
の
改
善
、
ま
た

委
員
活
動
の
周
知
広
報
分
析
や
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
連
携
に
つ
い
て
発
表

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
全
民
生
委
員
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
を
年
間
目

標
と
し
て
お
り
、
委
員
自
ら
が
積
極
的
に
活
動
す

る
こ
と
で
、
埼
玉
県
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
向
上

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
1　
第
1
回
令
和
6
年
9
月
17
日
開
催

主

催

者

挨

拶

埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
寺　
田　
治　
子
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日
頃
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
福
祉
の

推
進
の
た
め
に
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
民
生
委
員
の
皆

さ
ま
の
、
地
域
に
尽
く
し
た
い
と
い
う
想
い
は
、

地
域
の
人
々
に
必
ず
伝
わ
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
人
に
居
場
所
が
あ
り
、
活
躍
が

で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
日
本
一
暮
ら
し
や

す
い
埼
玉
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
夜
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、

一
番
身
近
な
相
談
相
手
と
し
ま
し
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
心
を
汲
ん
で
い
た
だ
き
、
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
埼
玉
県
か
ら
民
生
委

員
の
よ
り
よ
い
あ
り
方
を
発
信
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
指
導
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

埼
玉
県
知
事
　
大　
野　
元　
裕

主
催
者
挨
拶

埼
玉
県
議
会
議
長
　
齊　
藤　
邦　
明

来
賓
祝
辞

来 賓 紹 介
（
前
列
左
か
ら
）�

（
敬
称
略
）

埼
玉
県
議
会
議
長�

齊
藤
　
邦
明
　

埼
玉
県
議
会
福
祉
保
健
医
療
委
員
会
委
員
長�

逢
澤
　
圭
一
郎

埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
副
会
長�

大
島
　
通
人
　

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会
副
会
長�

小
林
　
隆
猛
　

さ
い
た
ま
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長�

野
口
　
良
輝
　

テ
レ
ビ
埼
玉
常
務
取
締
役�

島
村
　
克
己
　

（
後
列
左
か
ら
）

朝
日
新
聞
さ
い
た
ま
総
局
総
局
長�

木
原
　
貴
之
　

読
売
新
聞
さ
い
た
ま
支
局
支
局
長�

高
橋
　
圭
史
　

産
經
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局
総
局
長�

那
須
　
慎
一
　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
事
務
局
長�

森
尾
　
博
之
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入場

会場の様子

唱和

知事功労章授与

優良民児協表彰授与

会長表彰授与

部会発表

部会発表質問

開　幕1

2 開会のことば

3 主催者挨拶

4 功労章及び章記授与

5 表　彰

6 来賓祝辞

9 部会発表

7 来賓紹介

10 宣言採択

11 斉　唱

12 閉会のことば

8 受賞者代表謝辞休　憩《10分間》

令和6年度 第50回
埼玉県民生委員・児童委員大会

開催報告
令和6年9月5日（木）
「埼玉会館」大ホール

1 開　幕 13：00
2 開会のことば 13：00～13：07

国歌斉唱
物故民生委員慰霊黙祷
民生委員児童委員信条朗読

3 主催者挨拶 13：07～13：17
埼玉県知事
埼玉県民生委員・児童委員協議会会長

4 功労章及び章記授与 13：17～13：24
民生委員及び児童委員知事功労章授与

5 表　彰 13：24～13：35
優良民生委員・児童委員協議会表彰
永年勤続単位民生委員・児童委員協議会会長表彰

6 来賓祝辞 13：35～13：40
埼玉県議会議長

7 来賓紹介 13：40～13：47
8 受章者代表謝辞 13：47～13：50

休　憩《10分間》 13：50～14：00
9 部会発表 14：00～15：40

（事例発表、意見交換）
10 宣言採択 15：40～15：44
11 斉　唱 15：44～15：48

民生委員の歌（花咲く郷土）
12 閉会のことば 15：48～15：50

■　日　程　表
� 令和6年9月5日（木）　「埼玉会館」大ホール
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大　

会　

宣　

言

大　

会　

宣　

言

　
社
会
や
家
族
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
中
で
、
人
々
が
様
々
な
生
活
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
づ
く
り
の
役
割
を
担
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
孤
独
・
孤
立
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
へ
の
支
援
や
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
っ
て
活
動
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
な
り
て
確
保
の
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
や
活
動
内
容
を
地
域
住
民
や
学
校
関
係
、
企
業
等
の
多
方

面
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
委
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
や
、
将
来
の
な
り
て
確
保
な
ど
に
向
け
た
環
境
の
整
備
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
も
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
大
会
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
一
層
充
実
す
る
た
め
、
県
民
児
協
の
４
部
会
が
事
例
発
表
を
行
い
、
冊
子
に
し
て
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
情
報
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
常
に
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
誰
も
が
笑
顔
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
決
意
を
込
め
、
本
日
、
第
50
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
宣
言
し
ま
す
。

一�　
こ
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、
ま
ず
正
し
く
理
解
し
、
こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
見
守
り
や
相
談
活
動

に
取
り
組
み
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
活
動
し
ま
す
。

一　
孤
独
・
孤
立
対
策
に
お
い
て
は
、
民
生
委
員
協
力
員
の
設
置
な
ど
に
よ
り
民
生
委
員
活
動
が
よ
り
円
滑
に
実
施
さ
れ
、
高
齢
者
の
見
守
り
等
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

一　
新
任
委
員
を
始
め
、
す
べ
て
の
委
員
に
、
リ
モ
ー
ト
会
議
も
併
用
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
対
面
で
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

一　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
欠
員
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
働
き
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ
う
、
な
り
て
確
保
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

一　
す
べ
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
県
民
児
協
の
活
動
状
況
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
９
月
５
日

�

第
50
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
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越
谷
市　
　
南
越
谷
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

久
喜
市　
　
鷲
宮
西
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

八
潮
市　
　
八
条
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

白
岡
市　
　
篠
津
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

川
越
市　
　
霞
ケ
関
北
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

東
松
山
市　
大
岡
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

入
間
市　
　
西
武
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

富
士
見
市　
勝
瀬
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

日
高
市　
　
高
麗
川
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

川
口
市　
　
安
行
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

蕨
市　
　
　
塚
越
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

戸
田
市　
　
新
曽
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

和
光
市　
　
第
三
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

熊
谷
市　
　
第
９
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

深
谷
市　
　
明
戸
・
大
寄
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

川
越
市　
　
川　
原　
英　
子

越
谷
市　
　
込　
山　
正　
子

川
口
市　
　
池　
上　
博　
巳

川
口
市　
　
鈴　
木　
房　
江

所
沢
市　
　
市　
川　
久
美
子

春
日
部
市　
松　
岡　
照　
子

鴻
巣
市　
　
小　
島　
玲　
子

草
加
市　
　
荒　
島　
ま
さ
子

戸
田
市　
　
野　
口　
博　
子

入
間
市　
　
強　
矢　
淳　
子

朝
霞
市　
　
安　
福　
直　
美

朝
霞
市　
　
髙　
橋　
恵　
子

久
喜
市　
　
駒　
田　
ひ
と
み

幸
手
市　
　
上　
村　
京　
子

吉
川
市　
　
篠　
田　
和　
子

滑
川
町　
　
長
谷
川　
京　
子

川
口
市　
鳩
ヶ
谷
第
３
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会	

�

会
長　
石　
川　
み
ち
子

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

知
事
功
労
章
受
章
者

知
事
功
労
章
受
章
者

��

〜〜
1616
名
〜
名
〜

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
受
賞
地
区

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
受
賞
地
区

��

〜〜
1515
地
区
〜

地
区
〜

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
者

受
賞
者��

〜〜
11
名
〜
名
〜

表彰
受賞者

（敬称略）

受章者代表謝辞

　
受
章
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
一
言
、
お
礼
の
言
葉
を
申
し
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
こ
こ
に
、
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、

栄
え
あ
る
「
功
労
章
」
を
賜
り
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
野
知
事
様
を
は
じ
め
、
御
来
賓
の
齊
藤
県
議
会
議
長
様
か

ら
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
感
激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
ど
も
が
、
微
力
な
が
ら
も
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
温
か
い
御
指

導
・
御
援
助
の
お
か
げ
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
こ
の
感
激
を
胸
に
し
っ
か
り
と
刻
み
、
新
た
な
気
持
ち
で
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
、
精
進
し
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
私
ど
も
に
対
し
、
従
来
と
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
御
指
導
・

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、
は
な
は
だ
簡
単
で
は

あ
り
ま
す
が
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
越
市
　
川
　
原
　
英
　
子
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　協力員は、民生委員の活動の補助員として、埼玉県内で現在のところ12市町において制度化
されています。
　目的は、欠員地区の補助、地域福祉の担い手の民生委員の候補者として、地域の高齢者の孤
独孤立を防ぐための見守り活動等、どれも民生委員の負担軽減とともに、民生委員のなり手確
保のためだと考えます。
　民生委員に一人の協力員でなく、単位民児協(大小考える)や、市町村民児協に何人かで充分に
対応出来るかと思いますし、設置の必要がないところも、各市町村民児協の状況を踏まえ検討
してください。

　研修部会の発表では、川口市、八潮市、ふじみ野市の協力員制度について紹介しまし
た。これらの地域では、それぞれの地域性に応じた福祉活動が行われています。
　川口市では協力員が次世代育成と訪問活動を実施し、八潮市ではボランティアによる
高齢者見守りが進められています。ふじみ野市では、協力員による負担軽減と安全確保
のための訪問活動が行われています。

　「民生委員協力員制度」は、地域福祉や児童支援の効果を高めるために導入され、業
務の効率化や負担分散を実現し、支援を迅速に行うことが可能になります。また、地域
のネットワーク強化や専門性の補完により、質の高い支援が提供されることが期待され
ています。

研 修 部 会
民生委員協力員制度について

発
部
表
会

寺田会長の寺田会長の＋11

概　要概　要

発表のポイント！発表のポイント！
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607,651人

306,242世帯

17.35％

34.89％

17地区

594人

39人
（令和6年10月1日現在） 川  口  市

人 　 口

世 帯 数

年 少 人 口 率

高 齢 化 率

法定単位民児協数

区域担当民生委員児童委員定数

主任児童委員定数

川
口
市

川
口
市
のの民

生
委
員
協
力
員
制
度

民
生
委
員
協
力
員
制
度

　

川
口
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
民
生
委
員
の
活

動
を
補
佐
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
目
的
で
協
力

員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

・�

欠
員
区
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
委
員
の
サ
ポ
ー

ト
。

・�

新
任
民
生
委
員
の
支
援
や
指
導
を
通
じ
て
ス

ム
ー
ズ
な
業
務
引
継
ぎ
を
実
現
。

・�

民
生
委
員
候
補
者
の
育
成
を
通
じ
て
、
次
世
代

の
担
い
手
を
確
保
す
る
。

・�

協
力
員
は
市
長
が
正
式
に
委
嘱
し
、
信
頼
性
の

高
い
体
制
を
維
持
。

・�

主
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｏ
Ｂ
、
候
補
者
、

委
員
の
配
偶
者
や
知
人
か
ら
選
ば
れ
る
。

制
度
の
設
置
目
的

協
力
員
の
選
定
と
任
命

・�

協
力
員
は
任
期
中
に
積
極
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
地
域
に
貢
献
。

・�

訪
問
活
動
：
民
生
委
員
に
同
行
し
、
要
援
護
者

へ
の
訪
問
や
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

・�

見
守
り
活
動
：
登
下
校
の
見
守
り
や
高
齢
者
の

安
全
確
認
な
ど
、
地
域
の
安
心
を
支
え
る
活
動
。

・�

地
域
活
動
へ
の
参
加
：
敬
老
会
や
サ
ロ
ン
活
動

の
運
営
協
力
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
と
の
交
流

を
深
め
る
。

・�
資
料
配
布
と
活
動
報
告
：
市
か
ら
配
布
さ
れ
る

資
料
を
住
民
に
届
け
、
毎
月
の
活
動
報
告
を
通

じ
て
進
捗
管
理
を
実
施
。

・�

年
額
１
２
，０
０
０
円
（
１
，０
０
０
円
／
月
）

の
活
動
費
が
支
給
さ
れ
、
必
要
な
資
金
を
確
保
。

・�

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
協
力
員
は
誓
約
書
を

交
わ
し
、
厳
格
な
情
報
管
理
を
行
う
。

活
動
内
容

活
動
費
と
そ
の
他
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93,398人

46,871世帯

11.49％

22.38％

3地区

114人

8人
八  潮  市

人 　 口

世 帯 数

年 少 人 口 率

高 齢 化 率

法定単位民児協数

区域担当民生委員児童委員定数

主任児童委員定数

（令和6年10月1日現在）

八
潮
市

八
潮
市
のの

見
守
り
協
力
員
制
度

見
守
り
協
力
員
制
度

　

八
潮
市
で
は
、
特
に
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
次

の
よ
う
な
目
的
で
見
守
り
協
力
員
制
度
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

・�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、

地
域
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
見
守
り
活
動
を
展

開
。

・�

高
齢
者
の
孤
立
や
孤
独
を
防
ぎ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

全
体
で
支
え
合
う
文
化
を
育
む
。

・�

近
隣
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
。

・�

利
用
希
望
者
と
相
談
の
上
、
適
切
な
候
補
者
を

選
定
し
、
民
生
委
員
が
推
薦
。

制
度
の
設
置
目
的

協
力
員
の
選
定
と
任
命

・�

日
常
的
な
見
守
り
活
動
：「
新
聞
や
郵
便
物
が
溜

ま
っ
て
い
な
い
か
」「
明
か
り
が
つ
い
て
い
る
か
」

な
ど
を
日
常
的
に
確
認
。

・�

異
変
時
の
安
否
確
認
：
異
変
を
感
じ
た
際
に
は
、

迅
速
に
民
生
委
員
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
安

否
確
認
を
行
う
。

・�

近
隣
助
け
合
い
：
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
活
か
し
、
互
い
に
助
け
合
う
活
動
を
推
進
。

・�
毎
年
度
末
に
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
１
，０
０
０

円
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
支
給
。

・�

地
域
住
民
と
し
て
の
参
加
を
重
視
し
、
金
銭
的

報
酬
よ
り
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
奨
励
。

活
動
内
容

活
動
費
と
そ
の
他
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114,470人

55,225世帯

11.9％

25.4％

5地区

165人

10人
ふじみ野市

人 　 口

世 帯 数

年 少 人 口 率

高 齢 化 率

法定単位民児協数

区域担当民生委員児童委員定数

主任児童委員定数

（令和6年10月1日現在）

ふ
じ
み
野
市

ふ
じ
み
野
市
のの

民
生
委
員
協
力
員
制
度

民
生
委
員
協
力
員
制
度

　

ふ
じ
み
野
市
は
、
民
生
委
員
協
力
員
制
度
を
通

じ
て
次
の
よ
う
な
地
域
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

・�

民
生
委
員
の
負
担
軽
減
と
安
全
確
保
を
図
り
、

活
動
の
質
を
向
上
。

・�

地
域
福
祉
の
新
た
な
担
い
手
を
育
成
し
、
持
続

可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
。

・�

民
生
委
員
が
信
頼
で
き
る
人
を
協
力
員
と
し
て

選
び
、
地
区
民
児
協
会
長
が
市
長
に
推
薦
し
て

正
式
に
委
嘱
。

・�

協
力
員
は
民
生
委
員
の
指
導
の
も
と
、
地
域
で

の
活
動
を
補
佐
。

制
度
の
設
置
目
的

協
力
員
の
選
定
と
任
命

・�

同
行
訪
問
：
民
生
委
員
と
と
も
に
対
象
者
宅
を

訪
問
し
、支
援
が
必
要
な
場
合
に
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
。

・�

見
守
り
活
動
と
安
否
確
認
：
高
齢
者
や
障
害
者

宅
へ
の
声
か
け
や
、
夜
間
の
見
守
り
活
動
を
通

じ
て
安
全
を
確
保
。

・�

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
と
啓
発
活
動
：
敬
老

会
や
地
域
福
祉
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
と
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
。

・�

月
額
１
，５
０
０
円
の
活
動
費
が
支
給
さ
れ
、
積

極
的
な
活
動
を
支
援
。

・�

民
生
委
員
法
に
準
じ
た
義
務
を
負
い
、
守
秘
義

務
に
関
す
る
誓
約
書
を
提
出
。

活
動
内
容

活
動
費
と
そ
の
他
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　令和7年の一斉改選に向け欠員をなくすため、7月2日、県民児協の要望書を県知事へ提出し
ました。その内容をもとに発表がありました。
　どれも納得がいく内容です。特に早急に考えていただきたいのは、民生委員・児童委員も、
主任児童委員も就業しながらの委員が増加している実情があります。両立ができなく途中退任
か始めから出来ないという例が多くあります。
　また、地区民児協で欠員地区を周りの民生委員が見ている現実があります。でも、その分の
活動費は支給されません。
　有難いことに、県の対応が早く9月中に第1回目の検討委員会が開催されました。最終的にい
い報告が出来ることを期待したいです。

　自治体は、自治会やNPO等の担い手不足に対して、総務省に地域貢献活動休暇の設
定について、要望の声を上げていた。令和5年12月総務省から、職員の行為が、地域貢
献性を認められる場合特別休暇は認められる、との見解を自治体に通知した。「欠員問
題の考察」を進めてきた私たちに、この通知は勇気を与えてくれた。以上の経過から7
月に埼玉県知事あて要望書の提出に至った。

Ｑ：�欠員地区に協力している委員の活動費支出はされていない。委員個人への支出が出
来ないのであれば、地区民児協への支出の方法もあるのではないか？

Ａ：�県の活動費支出は現任数を基準としており、欠員地区への活動費の支出はされてい
ない。欠員地区をカバーしている委員から、様々な事例と定数での支出を希望した
大きな声を上げていただきたい。

Ｑ：�欠員の原因の一つに、自治会組織のない地区からの推薦がない事がある。そのため
の欠員が毎回起きている現実を注視していただきたい。

Ａ：�まさに欠員を生んでいる大きな原因である。自治会、PTA、NPO等の担い手不足
は今回の要望書を提出した根拠になっている。その観点から委員活動だけでなく、
地域貢献に関わる活動は特別休暇の対象となるものと考える。

　　私たちも地域で声を上げ、自治体の特別休暇条例制定を目指していきましょう。

地 区 民 児 協 支 援 部 会
2025年一斉改選で欠員をなくすために

寺田会長の寺田会長の＋11

要望書提出に至る経緯要望書提出に至る経緯

質疑応答質疑応答

発
部
表
会
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埼玉県知事あて要請書【地区民児協支援部会】 
 「2025年一斉改選で欠員をなくすために」 
 

【【埼埼玉玉県県知知事事ああてて要要請請書書】】  

令和６年７月２日 

埼玉県知事 大 野 元 裕 様 

一般財団法人 埼玉県民生委員・児童委員協議会 

会長 寺 田 治 子  

民民生生委委員員・・児児童童委委員員のの「「ななりりてて確確保保（（欠欠員員問問題題））」」にに向向けけたた要要望望書書  

民生委員・児童委員の一斉改選が令和４年１２月１日に行われ、全国的に１万５千

人を超える欠員が生じています。埼玉県でも９２１名の欠員のなか、令和６年４月１日

現在６２９名となり２９２名の補充があったものの、なお「なりて確保」は喫緊の課題と考

えます。 

そのようななか、新型コロナウイルスによる非日常生活での制限によって、社会的孤

立者や生活困窮者等の問題も山積し、これ等の解決に向けては民生委員・児童委員

の活動が益々重要なものとなってきています。しかしながら、前述したように「なりて確

保」が困難の状況で、一般財団法人埼玉県民生委員・児童委員協議会ではこの問題

に取り組み、次期一斉改選での「なりて確保」対策を考えています。 

令和６年１月には県社会福祉推進課と当協議会との意見交換会の場も設定いただ

き情報の共有等も図ってまいりました。 

つきましては、下記により新たな「なりて確保」に向けこの要望書を提出させていた

だきます。 

記 

１  県で、地域貢献活動休暇（「民生委員・児童委員活動休暇（仮称）」）を創設し、県

職員が地域における民生委員・児童委員活動を行えるようしていただきたい。 

２  県では働いている民生委員・児童委員の、就労と活動が両立できるよう企業・団

体等に支援及び協力をはたらきかけていただきたい。 

なお、県が地域貢献活動休暇（「民生委員・児童委員活動休暇（仮称）」）を創設

されたときには、企業・団体等に併せて要請いただきたい。 

３  埼玉県行政書士会、埼玉県司法書士会、埼玉県弁護士会等々各種士業会に民

生委員・児童委員活動の啓発を、県からはたらきかけていただきたい。 

４  欠員地区では隣接地区民生委員・児童委員等が担当して地域活動を担ってい

ますが、その委員の欠員地区での活動費は支給されていません。つきましては、県

において欠員地区への委員の活動費を支給していただきたい。 

以 上 
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近
年
、
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
高
齢
化
や

生
活
困
窮
者
の
増
加
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
重
要
な

１�　
県
で
、
地
域
貢
献
活
動
休
暇
（「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
休
暇
（
仮
称
）」）
を
創
設
し
、

県
職
員
が
地
域
に
お
け
る
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
を
行
え
る
よ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
な
り
手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
自
治
体
が
職
員
の
地
域
貢
献
活
動
に
際

し
「
地
域
貢
献
活
動
休
暇
」
を
導
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
働
き
な
が
ら
民

生
委
員
な
ど
の
地
域
活
動
を
担
う
職
員
が
時
間
を

確
保
し
や
す
く
な
る
。「
地
域
貢
献
活
動
休
暇
」
を

取
得
す
る
こ
と
で
、
仕
事
と
地
域
貢
献
活
動
の
両

立
が
し
や
す
く
な
り
、
民
生

委
員
と
し
て
の
活
動
に
従
事

す
る
職
員
の
負
担
軽
減
が
期

待
さ
れ
る
。

　
総
務
省
に
よ
る
通
知
で
は
、

「
公
に
対
す
る
貢
献
性
が
認
め

ら
れ
、
勤
務
を
欠
く
こ
と
の

妥
当
性
が
あ
る
場
合
に
特
別

休
暇
が
認
め
ら
れ
る
」
と
の

考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
夏
季
休
暇
や
慶
弔

休
暇
な
ど
の
特
別
休
暇
は
用

意
さ
れ
て
い
た
が
、
地
域
貢

献
を
目
的
と
し
た
休
暇
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。

　

休
暇
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
地
域
貢

献
活
動
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
人
々
に
と
っ
て
、

民
生
委
員
へ
の
就
任
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
な
り

え
る
。

　

既
に
地
域
貢
献
活
動
休
暇
が
制
度
化
さ
れ
て
い

る
自
治
体
に
お
い
て
も
、
取
得
事
由
は
、
自
発
的

か
つ
無
報
酬
で
の
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
に
従
事

す
る
こ
と
と
し
て
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
の
活
動

に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
総
務
省
の
通
知
に

よ
っ
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
日
常
的
に
幅
広
い

参
画
を
期
待
さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
や
自
治
会
町

内
会
活
動
も
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
、
な
り

手
確
保
の
道
が
開
か
れ
た
と
も
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
地
域
貢
献
活
動
休
暇
の
導
入
に
は
、

議
会
の
審
議
と
住
民
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
自

治
体
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
制
度
が
職
員
の
公
務
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
声
が
上
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
制
度
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
円
滑
な
運
用
に
向
け
て
重
要
で
あ
る
。

を
促
す
狙
い
が
あ
る
。

総
務
省

　

地
方
公
務
員
法
は
、
地
方
公
務
員
の
休
暇
な
ど

の
勤
務
条
件
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
た

仕
組
み
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
国
家
公
務
員

の
特
別
休
暇
に
は
夏
季
休
暇
や
結
婚
休
暇
、
妻
の

出
産
時
の
休
暇
な
ど
が
あ
る
が
、
地
域
貢
献
を
目

的
と
し
た
特
別
休
暇
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

一
部
の
自
治
体
か
ら
地
域
貢
献
活
動
休
暇
を
設
け

ら
れ
る
の
か
、同
省
に
見
解
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

て
い
た
。

　

こ
う
し
た
要
請
を
踏
ま
え
、
同
省
は
昨
年
12
月

末
、「
職
員
の
行
う
行
為
が
、
公
に
対
す
る
貢
献
性

が
認
め
ら
れ
、
勤
務
を
欠
く
こ
と
の
妥
当
性
が
認

め
ら
れ
る
」
場
合
に
は
、「
国
家
公
務
員
の
特
別
休

暇
は
認
め
ら
れ
る
」
と
の
見
解
を
自
治
体
向
け
に

通
知
し
た
。
自
治
体
も
こ
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、

地
域
貢
献
活
動
休
暇
を
創
設
で
き
る
と
の
認
識
を

示
し
た
も
の
だ
。
そ
の
場
合
に
は
条
例
を
定
め
る

な
ど
、
地
方
議
会
で
の
審
議
を
通
じ
、「
住
民
の
理

解
を
得
る
」
こ
と
を
条
件
に
掲
げ
た
。

自治体
条例により

地域貢献活動休暇を創設

職員
休暇を利用して活動に参加

民児協、自治会など
なり手確保へ

県
知
事
あ
て
要
請
の
根
拠
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県
か
ら
企
業
・
団
体（
地
方
自
治
体
等
）に
、
就

労
者
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
対
す
る
「
休

暇
制
度
等
」
の
設
置
を
は
た
ら
き
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
。
1
項
で
要
望
し
た
と
お
り
条
例
制
定
施

行
が
さ
れ
る
こ
と
で
根
拠
条
例
と
な
り
地
方
自
治

体
の
条
例
制
定
も
可
能
と
な
る
。

　

さ
ら
に
行
政
の
条
例
化
に
よ
り
、
企
業
内
で
も

特
別
休
暇
等
の
制
度
化
も
可
能
で
、
就
労
し
て
い

る
若
年
層
か
ら
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
推
薦

が
可
能
と
な
る
。

２�　
県
で
は
働
い
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
、
就
労
と
活
動
が
両
立
で
き
る
よ
う
企
業
・

団
体
等
に
支
援
及
び
協
力
を
は
た
ら
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

�　

な
お
、
県
が
地
域
貢
献
活
動
休
暇
（「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
休
暇
（
仮
称
）」）
を
創

設
さ
れ
た
と
き
に
は
、
企
業
・
団
体
等
に
併
せ

て
要
請
い
た
だ
き
た
い
。

　

各
種
士
業
の
方
は
地
元
内
で
の
開
業
者
が
多
く

お
り
、
地
元
の
こ
と
に
つ
い
て
は
専
門
職
と
し
て

精
通
し
て
い
る
。
そ
の
経
験
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
活
動
に
も
生
か
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

従
っ
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任
し
て
も
ら

う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
県
行
政
の
立
場
か
ら
各

種
士
業
会
に
啓
発
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望

す
る
も
の
で
あ
る
。

３�　
埼
玉
県
行
政
書
士
会
、埼
玉
県
司
法
書
士
会
、

埼
玉
県
弁
護
士
会
等
々
各
種
士
業
会
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
の
啓
発
を
、
県
か
ら
は
た

ら
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

自治体

条例により
地域貢献活動休暇

を創設

各企業

特別休暇等制度化
が促進

職員

就労しながらの
委員活動の負担軽減へ

　

欠
員
問
題
を
抱
え
た
地
区
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
現
状
、
他
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

活
動
の
実
態
に
則
し
た
活
動
費
の
支
給
に
つ
い
て

要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

４�　
欠
員
地
区
で
は
隣
接
地
区
民
生
委
員
・
児
童

委
員
等
が
担
当
し
て
地
域
活
動
を
担
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
委
員
の
欠
員
地
区
で
の
活
動
費
は

支
給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て
は
、
県

に
お
い
て
欠
員
地
区
へ
の
委
員
の
活
動
費
を
支

給
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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　広報とは、読んでのとおり広く報せるです。
　情報を全民生委員に提供するために、埼玉県民児協だよりを年4回発行。また、民生委員の活
動を地域の皆さんにも周知してもらうため、5月12日の民生委員の日に県内11のＦＭ放送でＰ
Ｒ放送。市町村においては、市町村広報で民生委員の記事が掲載されているかの調査。
　今後も部会員のユニークな企画を期待しています。

　下記により「民生委員・児童委員活動を知ってもらうために」を発表しました。
　１．広報部会の活動について
　　広報部会の役割、媒体（広報誌、Ｗｅｂサイト、ＦＭ放送）の現状と今後
　２．市町村（行政・社協）広報の記事分析
　　62市町村広報の「民生委員・児童委員」に関する掲載記事の分析
　３．広報部会からのお願い
　�　市町村や単位民児協の活動情報の提供、活動ハンドブックの追加変更連絡、市町村
（行政・社協）広報の記事掲載継続

　下記２項目を広報部会の主要目的としています。
　１．埼玉県民児協会員への民生委員・児童委員活動に関する情報提供
　２．広く一般の人に民生委員・児童委員活動を知ってもらう
　後者「２」は、全戸配布の県や市町村広報に優位性があり、市町村広報の実態を調
査・分析してみました。
　各市町村により掲載内容・掲載量などは異なりますが、工夫が見られます。一斉改選
の令和７年度も、多くの市町村で記事掲載されることを願っています。

広 報 部 会
民生委員・児童委員活動を知ってもらうために

寺田会長の寺田会長の＋11

概　要概　要

ポイント！ポイント！

発
部
表
会
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広報部会の活動について1
（1）広報の役割

（2）各媒体の現状と今後について

対 象 者
媒体と位置づけ

役　割
広報誌 Web FM放送

組
織
内

会　員 ◎ ◎ ○ 民生委員・児童委員活動の助けとなる情報提供を行
う。
　・市町村民児協・単位民児協の活動内容
　・埼玉県民児協の活動内容

県・市町村
の事務局

◎ ◎ △

組
織
外

関係機関 ○ ○ △ 民生委員・児童委員のPR活動
　・民生委員・児童委員を知ってもらう。
　　➡　・民生委員・児童委員への相談
　　　　・一斉改選時の欠員減少一般人 △ ○ ◎

（注）◎：主となる対象者　○：従となる対象者　△：特に排除しない

媒体 現状 今後

広報誌

①現在、最も中心となっている情報媒体で
ある。

①当面は、主な情報要媒体として位置づけ、
発行していく。

②埼玉県民児協の情報については、部会活
動などを中心にしっかり情報伝達ができ
た。

②③市町村民児協・単位民児協の活動に関
する情報伝達に力を入れていきたい。
（当事者は「当たり前」と考えていること
が多く、他で貴重な情報であっても、その
独自性に気づいていないことが多い。）

③市町村民児協や単位民児協に関する情報
を広く収集したいが、広報部会員の所属す
る市町村が大部分となっている。

Web
サイト

①会員のインターネット活用世代が少数派
のため、副次的な情報媒体と位置づけられ
ている。

①情報伝達の即時性として、最も優位性が
あり、先々には情報媒体の中心になると思
われる。

②令和3年度のサーバー認証と暗号化
（https化）の実施により、セキュリティ強
化をしたが、利用対象者を意識した対応は、
まだ充分ではない。

②主要媒体として活用できるように、双方
向の情報伝達、利用者を意識した階層構造
の構築など、基盤の整備を行っていく。

FM
放送

①令和2年度に「民生委員の日」の番組と
して、県内のFMコミュニティ放送局から
放送を開始。今年度は、民生委員・児童委
員の欠員対策を考慮した放送内容とした。

①埼玉県民児協の性格上、派手に放送を拡
大することは難しいが、令和7年度も一斉
改選対策として実施することとしたい。
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市町村（行政・社協）広報の記事分析2
　会員以外の一般人へのPRには、市町村（行政・社協）広報への民生委員・児童委員の記事掲載が効
果的と考えられる。
　令和6年度「民生委員・児童委員の日」を挟む前後3ヶ月（4月～6月）の記事掲載状況は次のとおり
である。
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【62市町村の掲載状況】

【A4版・掲載量（ページ数）別分布】

【タブロイド版・掲載量（ページ数）別分布】

【掲載内容別分布】※延べ件数

【月別掲載状況】※和光市は行政・社協ともに掲載
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①�

市
町
村
民
児
協
・
単
位
民
児
協
の
活
動

情
報
の
提
供

②�

活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
追
加
し
た
い
内

容
の
連
絡

③�

市
町
村
（
行
政
・
社
協
）
広
報
へ
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
記
事
掲
載

　
広
報
部
会
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
を
よ
り
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
情
報
発
信
を

強
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し
て
い
る
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今
後
も
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
地

域
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で
き
る
よ
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整
備
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い
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「
民
生
委
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児
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委
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へ
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記
事
掲
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各
市
町
村
で
い
ろ
い
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と
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夫
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伺
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す
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の
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よ
り
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民
生
委
員
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児
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委
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日
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
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「
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町
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紹
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 東松山市民児協だより No.21 

お元気ですか？民生委員・児童委員です。 
回 覧 

東松山市民生委員児童委員協議会連合会 令和5年5月1日発行 

5月12日から1週間を「活動強化週間」
として、全国でPR活動が行われます。 

   座談会「民生委員・児童委員と東松山市の地域福祉」 

わかったのですが、具体的なことは何一つ知らず、お
引き受けしたという経緯です。 

森田市長 今は、主任児童委員の活動を、どんどん主
体的にやっていただいていますね。 

■ 民生委員・児童委員、主任児童委員の活動について              

森田市長 現在のお二人の活動内容を教えていただけ
ますか。 

金杉会長 東松山市民児協連合会の会長のほか、
様々な役職に就かせていただいていますが、私が
最も重視しているのは、高齢者のためのサロン活
動など、地域の居場所づくりです。会長という立
場上、色々な情報を得る機会があり、それをこう
した活動に還元するという意味で、皆様のお役に 

（左から）杉浦 裕美 （すぎうら ゆうみ）主任児童委員代表 
     森田 光一（もりた こういち） 東松山市長 
     金杉 明 （かなすぎ あきら） 民児協連合会会長 

■民生委員・児童委員、主任児童委員になった動機 

森田市長 お二人は、民生委員・児童委員、そして
主任児童委員として、大変長い間ご活躍されていま
す。最初に、民生委員として活動したいと考えた動
機をお聞かせいただければと思います。 

金杉会長 16年前に自治会の区長をやっておりまし
て、ちょうどそのとき、民生委員の一斉改選があり
ました。なり手がいないということで「民生委員を
やってみないか」という話があり、自分も探す立場
にいましたから、そうした事情もあってお引き受け
しました。そこから、今期まで続いています。 

森田市長 お引き受けになるときに、民生委員のや
るべき仕事はご存知でしたか。 

金杉会長 民生委員という名前と、地域の中で必要
な存在であるということはわかっていましたが、活
動内容までは知りませんでした。 

森田市長 漠然とはしていても、自治会の役員もさ
れていましたし、地域の中で役割を担うという想い
があるから、民生委員を引き受けてくださったので
すね。 

金杉会長 そうですね。こんなに長くやることにな
るとは、正直に言って思っていませんでしたが、
やってみて、個人的には満足しています。 

森田市長 それは何よりです。 

杉浦代表 私の場合は、ある日突然、区長さんがい
らっしゃって「主任児童委員という仕事があるけれ
ども、やってみないか」というお話をいただきまし
た。経験者の方から主任児童委員のお話を伺って、
子どもたちに関わるお仕事なのだな、ということは 

 

◆東松山市ホームページで「東松山市民児協だより」を見られます！ 

民生委員・児童委員を活動をお知らせする
「東松山市民児協だより」は、平成26年から
発行し、通巻21号です。これまで地区の回覧
でご愛読いただいていましたが、この春より
市ホームページでも見られるようになりま
した。ぜひご覧ください。 

●東松山市ホームページ 

 

◆高齢者世帯調査実施中 

市役所高齢介護課から依頼を受け、高齢者
世帯の状況や緊急時の連絡先を把握するた
め、民生委員が高齢者世帯調査を行ってい
ます。地区担当が訪問等をしますので、
ご協力お願いいたします。 

【対象者】 
■70歳以上のひとり暮らしの人 
■70歳以上の人のみの世帯 
※民生委員が訪問する際は、身分証明書   
 を携帯しています。 

 ●問合せ 東松山市役所高齢介護課 

 ●電話 21-1406（直通） 

 

◆民生委員を名乗る不審電話にご注意を 

民生委員を名乗り、世帯構成を聞き出そうと
する不審な電話が発生しています。詐欺事件
につながる可能性もあるため、十分にご
注意下さい。 

【被害に遭わないために】 
■住所や氏名など、個人情報や家族構成を 
 安易に教えない 
■怪しいと感じたら、相手の氏名をフルネー 
 ムで聞き、いったん電話を切ってから、市 
 役所社会福祉課に、当該委員が実在するか 
 確認する 
■１人で判断せず、家族や警察に相談する 

 ●問合せ 東松山市役所社会福祉課 

 ●電話 21-1408（直通） 

－表彰（五十音順・敬称略・退任者含む）－ 
おめでとうございます！ 
●全国民生委員児童委員連合会会長表彰 
 （永年勤続退任民生委員・児童委員表彰） 
内田 君子 木村 紀久江 齊藤 三千子 篠原 敏夫 
●厚生労働大臣特別表彰 
木村 紀久江 齊藤 三千子 篠原 敏夫 

「東松山市民児協だより 
 お元気ですか？民生委員・児童委員です」 
発行者 東松山市民生委員児童委員協議会連合会 
    会長 金杉 明 
問合せ 事務局（東松山市社会福祉課） 
    電話 21-1408（直通） 

 http://www.city.higashimatsuyama.lg.jp 

「東松山市民児協だより」のバックナンバー。 

5月12日は「民生委員・児童委員の日」 
東松山市民生委員・児童委員協議会連合会では「民生委員・児童委員の日」のPR活動の一環として、 
金杉明民児協連合会会長と杉浦裕美主任児童委員代表が、森田光一市長との座談会を行いました。 
３人に、民生委員・児童委員の活動や役割、東松山市の地域福祉について語っていただきました。 

 

東松山市民児協だより No.23 

お元気ですか？民生委員・児童委員です。 
回 覧 

東松山市民生委員児童委員協議会連合会 令和6年5月1日発行 

 

（左から） 

●石川 敏彦 （いしかわ としひこ）さん 
大岡地区民生委員・児童委員協議会所属。令和3年1月1日から
民生委員になり、現在2期目。 

●関根 孝子（せきね たかこ）さん 
松山第三地区民生委員・児童委員協議会所属。現在3期目で、
民生委員になってから7年目を迎えたところ。 

－今回のインタビューでは、松山第三民児協から関
根さんを、大岡民児協から石川さんをお招きしまし
た。最初に、民生委員になったきっかけを教えてく
ださい。 

関根さん 私は初めて委嘱を受けてから7年目です。
平成28年の一斉改選から1年経って、途中委嘱で民
生委員になりました。初めにご近所の民生委員さん
に声をかけられました。それでどうしようかなと悩
んでいたときに、義理の母が30年以上前に民生委員
さんにお世話になったことを思い出しまして、話だ
けでも聞いてみようかなということになりました。
そして主人と二人で金杉会長から活動内容などのお
話を伺い、主人の後押しもあって、引き受けること
にいたしました。  

－石川さんはいかがですか。 

石川さん 私も途中から入っているので、4年目、2
期目です。自治会の区長をしていたとき、民生委員
の方が都合で辞められて欠員になりました。区長と
して探す立場でしたが、見つからなくてやむをえ
ず…というのがきっかけの一つですね。 

              【次ページへ続く】 

 

◆民生委員・児童委員が新たに委嘱されました。 

 

◆5月12日は「民生委員・児童委員の日」 

 毎年5月12日は、全国民生委員児童委員連合会
が定める「民生委員・児童委員の日」です。民
生・児童委員について、より多くの人びとに
知ってもらうことを目的としています。 

民生委員・児童委員とは… 

◎厚生労働大臣によって委嘱されたボランティ    

 アです。 

◎地域住民の身近な相談相手であり、専門機関  

 へのつなぎ役です。 

◎守秘義務があり、伺った相談内容等の秘密は  

 守ります。 

 お住まいの地区の担当民生・児童委員につい
ては、社会福祉課へお問合せください。  

 ●問合せ 東松山市役所社会福祉課 

 ●電話 21-1408（直通） 

 ●HMY033@city.higashimatsuyama.lg.jp 

東松山市民児協だより お元気ですか？民生委員・児童委員です №23 
発行者 東松山市民生委員児童委員協議会連合会 会長 金杉 明 
問合せ 事務局（東松山市社会福祉課） 電話 21-1408（直通） 
◆市ホームページでバックナンバーを御覧になれます。 
http://www.city.higashimatsuyama.lg.jp 

    守り役」として、そして行政機関への「つなぎ役」として、「地
域共生社会」の一員としての役割を担っています。 
 一方で、民生委員もその制度が100年を超え、社会構造の変化
とともに多くの課題が出てきています。「人間関係の希薄化」を
一因とする「新たな担い手不足」の問題、「委員の高年齢化」と
それに伴う「在任期間の短期化」など。また、公的支援では対応
できない生活課題への対応も増加の一途です。 
 私たち民生委員の活動の根底にあるものは、「隣人としての思
いやり」です。私たちは「他者のこと」を「自らのこと」と思え
る心を持ち続けられるよう心掛けてきました。また、地域の皆さ
んの抱える課題の解決を「自らの喜び」としてきました。今後
も、民生委員制度創設時よりの先達の「思いやりの気持ち」を大
切に活動してまいります。 
 なお一層のご支援ご協力をお願いいたします。  
  

橋本 隆（はしもと たかし）さん 
東松山市民生委員児童委員協議会連合会 副会長 
大岡地区民生委員・児童委員協議会 会長 

■ごあいさつ 

 近年、わが国の社会構造は大きく変化して
きています。「少子高齢化・人口減少」と

いった構造的変化だけでなく、「生活困窮者の増加」、「認知症
高齢者の増加」といった社会問題も大きくクローズアップされて
きています。また、「個人情報意識」の高まりの中で、「人間関
係の希薄化、孤立化」も大きな問題となってきております。  
 福祉ニーズが複雑化、複合化する現代では、地域住民が互いに
支えあう「地域共生社会」という考え方は、これからの社会では
何よりも大切なことです。民生委員も「身近な相談相手」、「見 

＜特集１＞民生委員・児童委員インタビュー 
皆様に民生委員・児童委員のことをもっと知ってもらうため、インタビューを行いました。 

 令和6年1月1日及び令和6年4月1日付で、民生・児童委員2名、主任児童委員1名が新たに委嘱さ
れ、森田光一市長から委嘱状の伝達を受けました。他の委員と力を合わせ、地域の皆様の良き相談
役となれるよう頑張ってまいりますので、皆様のお力添えを何卒よろしくお願いいたします。  

氏名 担当地区 所属民児協 

 渋谷 純子 さん（主任児童委員） 松山第二地区民児協区域内 松山第二地区民児協 

宮寺 聡美 さん 
美原町2・3丁目の一部、 
市ノ川の一部 

松山第三地区民児協 

 佐藤 直子 さん 松風台10番地、15番地 高坂地区民児協 

 

◆能登半島地震による被害に対する義援金

 このたびの令和6年能登半島地震により被災さ
れた皆さまに心からお見舞い申し上げます。 

 東松山市民生委員児童委員協議会連合会親睦
会では、少しでも被災された皆様のお力になれ
ればと考え、義援金を寄附させていただきまし
たのでご報告いたします。 

 令和6年1月29日、各地区民生委員・児童委員
協議会会長が市役所を訪問し、山口和彦副市長
へ義援金10万円を贈呈し、その後日本赤十字社
を通じて被災地に送られました。 
 被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し
上げます。  

東松山市民児協だより №23
令和6年5月1日発行

東松山市民児協だより №21
令和5年5月1日発行
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　「生活介護施設」です。
　生活介護施設とは、 日中に排
泄・食事等の介護や、日常生活上
の支援及び 訓練 ・ 創作的活動 の

機会の提供のほか、身体機能や生
活能力の維持と向上のために必要
な援助を行います。

● 歩行や立位練習
● 動画体操
● セラバンド体操
● PTリハビリ
● 脳トレ

● 工作
● クイリング
● ボッチャ
● 書道
● ぬり絵
● ｅスポーツ

　リハビリができて嬉しい。
　職員と一緒にお風呂に入れるのが、安心します。
　幅広い年齢の人がいて、楽しい。

　 �みんなと体操したり、一人で工作をしたり、
自由に過ごせる。

　みんなでやるボッチャが楽しい。
　みんな親切で、相談しやすい。

ってどんなところ？？

和光社協が運営している
チャレンジド３施設が
１年間を通して施設紹介を
していきます！！

チャレンジド
施設から

訓練
日常配信中！！

創作的活動
ゆめちか

利用者のみなさんに聞きました！
ゆめちかってこんなところ♪

和光市では77名の民生委員児童委員が地域で活動しておりますが、

地区によっては担当の委員がいないところがあるため、

民生委員児童委員を引き受けてくださる方を探しています。
民生委員児童委員
やってみませんか？

地域の身近な
相談役

問合せ先　地域共生推進課  048 - 424 - 9121 和光市社会福祉協議会  048 - 452 - 7111

７・８・９月号「生活介護施設　さつき苑」
10・11・12月号「チャレンジド施設特集ページ」
１・２・３月号「就労継続支援B型施設すまいる工房」
４・５・６月号「生活介護施設　ゆめちか」

事業者の方も
ご注意
ください

詳しく知りたい方は
埼玉県HP

⬇
障がいを理由に活動が制限されることがないように
できる限り必要な配慮を行います。

合理的配慮
の一例

　  聴覚障がい者の方へ、筆談や手話などの手段により、相手がわか
るような意思疎通方法を使用する

　  車イスの人が店内に入りやすいように、簡易スロープを設置する

令和６年４月から障がい者への合理的配慮が義務化されます

合理的配慮とは？?
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合理的配慮
の一例

　  聴覚障がい者の方へ、筆談や手話などの手段により、相手がわか
るような意思疎通方法を使用する

　  車イスの人が店内に入りやすいように、簡易スロープを設置する

令和６年４月から障がい者への合理的配慮が義務化されます
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社協
わこう

～キャッチャーズ・インフォメーション～

人とつながる、
地域とつながる

No.135
ページ お も な 内 容

2 特集記事（高齢分野）

3 能登半島募金、災害協定、歳末募金報告

４ 温かい善意、相談分野

5 わしゃもんず、わしゃったー、コラム

6 ぶ・ら・り、法人広告

7 民生委員募集、合理的配慮、障がい分野
8 児童分野、法人広告

2024
４・５・６月号

「和光音訳の会」さんのご協力により、本誌を録音したCD（デイジー図書）を提供しています。
また、上記ホームページから音声データをダウンロードすることもできます。

デイジー図書の
ご案内

◀�ホームページURL�
http://www.wako-shakyo.or.jp/ フェイスブックURL ▶

https://www.facebook.com/wakoshakyo

「社協わこう」発行後に更新され
た情報は右記にアクセス、または
各事業所の広報で確認できます。

笑顔あふれる　心豊かな生活を応援しています

社会福祉法人　和光市社会福祉協議会
〒351-0104 埼玉県和光市南1-23-1　 TEL  048-452-7111  FAX  048-465-8308

「社協わこう」は皆様からの会員会費と共同募金の助成により発行しています。

公式マスコットキャラクター
わしゃもん
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主 任 児 童 委 員 部 会
市町村民児協会長と主任児童委員の連携と課題

　主任児童委員制度創設30週年を迎えています。
　現在の子育て家庭を取り巻く環境は、少子化、通信サービスの普及やグローバル化、価値観
の多様化など、目まぐるしい社会変化となっています。
　今年の主任児童委員部会は、「市町村会長との連携を密に」との想いから、研修を行い、お互
いを知ることが出来ました。地区民児協においても児童委員と主任児童委員との連携は不可欠
です。身近なところで学校や地域の子ども、その家庭を見守り、子どもまんなか社会の一助に
なればと思います。

　令和6年6月12日に、「市町村民児協会長及び主任児童委員部会合同研修」が開催され
ました。その中で、令和5年8月に実施された主任児童委員部会員アンケート結果を参
考にして、市町村会長と主任児童委員とのグループワークを行いました。その中から見
えてきた課題を振り返り、相互の「連携」について、各市町村での活動に生かしていく
ことを考える機会となりました。

　主任児童委員の「主任」は、子どもに関する支援を「主に任ずる」という意味である
ことをお互いに共通理解すること、主任児童委員も民生委員・児童委員であり、その中
から選任されていることを忘れずにいることを再確認し、子どもたちの声を聴き、周り
の方々に伝えていくことが大切だと改めて感じました。
　市町村会長をはじめ、単位民児協の会長・副会長の皆さんにご理解ご協力賜りなが
ら、活動していきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

発
部
表
会

寺田会長の寺田会長の＋11

概　要概　要

発表のポイント！発表のポイント！
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　学校や近隣、また民生
委員・児童委員の中にも、
主任児童委員の役割など
理解されていないように
感じる。

　世間一般での役職名（○
○主任）ではなく、子ど
もに関する支援を「主に
任じられている」という
意味であることを説明す
るがなかなか浸透しない。

　子どもの情報を伝
えると、必要以上に
調べてしまう事例が
あった。

　民生委員・児童委
員の話題が、高齢者
中心になっている人
が多く、子どもの話
を切り出せない。

　市や地区（単位民児
協）の定例会等で、主任
児童委員から発表する場
があまりなく、発言の機
会がないこともある。

　地区担当の民生委員・
児童委員との交流や情報
共有が難しい。

主任児童委員の周知

“主任”に対する誤解

必要以上に調査

高齢者中心

発表する場

交流や情報共有

現状1

課題（困っていること）2

思う
61％思わない

12％

わからない
23％

未回答
4％

効果的な連携・協力
できているかな…？

民生委員・児童委員と主任児童委員の連携について

民生委員と主任児童委員は、
お互いに連携・協力が出来ている
と思いますか？

埼玉県マスコット「コバトン」
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課題や困っていることについて共有、解決案の模索を会長と主任児童委員とでグループワーク

距離が近くなった
　会長とは直接話す機会も多
くはないので、会長との距離
が近く感じた。また、話を聞
いていただけるようになった。

自分の市でも話し合いたい
　この意見交換会のあと、市の会長が主任児童
委員部会の会議に出席して、活動の様子など聞
いてくださった。
　自分の市でも、単位民児協の会長・副会長と
主任児童委員とで意見交換を行い、他の地区の
話も聞きながら、地域差を少なくするきっかけ
作りをしたいと思っている。 考える機会になった

　他の市町村の方々と話して、
参考になることも多く、改善
点や反省点を考える機会に
なった。
　市町村ごとにいろいろなや
り方・進め方があり、上手く
進んでいるところの話を参考
に自分のところでも工夫して
いきたいと思った。

会長を頼りに
　不安な時や困った時に頼れるのは会長だ、と
再認識した。直接話す機会を持ったことで、相
談ごとや困りごとなども話しやすくなった。
　他の市町村の話を聞いて、思い切って会長に
相談したところ、会長会や研修にも声をかけて
いただけるようになった。

意見交換を経て3

今後への期待4
　今回の意見交換会で市町村会長と主任児童委員が話し合えたことを、主任児童委員部会で
振り返る機会を持ちました。それぞれの感じたことを伝え合う中で、悩み事や自信になるこ
となど、様々な声を聞くことが出来ました。今後は市町村民児協・単位民児協それぞれの中
で、主任児童委員の立場や活動について、意識してしっかりと伝えていきたいと思います。
各委員が持つ困りごとや市町村ごとの活動の差などの解決に向けて、分科会や部会で協議を
進めてまいります。
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　各分科会の課題にはそれぞれ関係性があることから、意見交換・情報共有しながら、１つ
の部会として４つの分科会がお互いに連携・協力して活動できるようにしていきます。

分科会　テーマ 報　告　概　要

分科会１
（認知度アップ）

　主任児童委員のことを知っていただくため、今年度新たに学校（先生
及び児童・生徒）向けのＰＲパンフレットを作成しました。
　また、全民児連・県民児協の既存のパンフレットも活用できるよう冊
子にまとめました。いずれも県民児協のホームページからダウンロード
して活用いただけるようにします。

分科会２
（不登校支援）

　不登校支援についての事例発表や地域のネットワークの活用について
の発表を行い、研修や分科会としての取り組みについて意見交換をしま
した。その取り組みとして、市町村が行っている不登校支援施策機関を
取材訪問し、支援内容を知り地域で活かせるよう、関係機関との連携を
強化していきます。

分科会３
（児童虐待）

　児童虐待について協議し、研修会でテーマ「児童虐待を知る」を行い
ました。
　研修後、今後の活動について意見交換を行いました。
　主任児童委員創設30周年大会の記念講演を企画しています。

分科会４
（貧困・

ヤングケアラー）

　分科会にて活動の方向性を協議し、グループワークによりヤングケア
ラーに関する事例報告を行いました。
　「ヤングケアラーの理解を深め支援を考える研修会」への参加を促し、
参加者による報告を行いました。
　貧困やヤングケアラーについて、困難な状況下にあるお子さんの気持
ちを大切にしながら支援を考えていけるよう、自身の所属する市町村で
の相談窓口、主任児童委員としての繋ぎ先等をまとめ、委員同士が共有
できるようなフォーマットを作成しました。

主任児童委員部会の活動

各分科会進捗状況について

部会活動について
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県大会県大会とと社会福祉 関連社会福祉 関連のの出来事出来事のの変遷変遷
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き
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は
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1
，6
5
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参
加
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当
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和
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）
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県大会県大会とと社会福祉 関連社会福祉 関連のの出来事出来事のの変遷変遷

平
成
13
年
～
平
成
19
年

1
．�

平
成
15
年
（
2
0
0
3
年
）
の
支
援
費
制
度
の
導
入

●�

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
導
入
さ
れ
、
民

生
委
員
は
利
用
者
負
担
に
関
す
る
相
談
支
援
な
ど
、
制
度

の
円
滑
な
運
用
に
協
力
す
る
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

2
．�

平
成
18
年（
2
0
0
6
年
）
の
「
ニ
ー
ト
」
対
策
の
推
進

●�

社
会
参
加
意
欲
の
低
い
若
者
（
ニ
ー
ト
）
に
対
す
る
支
援

が
強
化
さ
れ
、
民
生
委
員
は
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ト
の
状

況
把
握
や
相
談
支
援
、
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
ニ
ー

ト
支
援
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
5
年
～
平
成
13
年

1
．�

平
成
6
年
（
1
9
9
4
年
）
の
主
任
児
童
委
員
制
度
の

創
設

●�

児
童
福
祉
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
、
主
任
児
童
委
員
が

配
置
さ
れ
、
民
生
委
員
と
連
携
し
て
児
童
の
福
祉
に
関
す

る
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
．�

平
成
12
年
（
2
0
0
0
年
）
の
介
護
保
険
法
の
施
行

●�

高
齢
者
の
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
介
護

保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
、
民
生
委
員
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
支
援
や
介
護
予
防
活
動
な
ど
、
高
齢
者
介
護
に
関
わ

る
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
県
民
児
協
法
人
化
20
周
年

と
主
任
児
童
委
員
設
置
を
記

念
す
る
大
会
で
し
た
。
児
童

問
題
の
多
様
化
と
増
加
を
受

け
て
、
今
後
期
待
さ
れ
る
主

任
児
童
委
員
と
児
童
委
員
の

役
割
に
つ
い
て
大
会
要
覧
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
律
改
正
に
よ
り
民
生
委

員
法
・
児
童
福
祉
法
等
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。「
名
誉
職
」

と
い
う
文
言
の
廃
止
、「
保

護
」
が
「
援
助
」・「
総
務
」

が
「
会
長
」
へ
の
記
載
変
更

な
ど
の
詳
細
が
大
会
要
覧
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

第
19
回
大
会
（
平
成
5
年
）

第
27
回
大
会
（
平
成
13
年
）
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民
生
委
員
制
度
創
設
90
周

年
記
念
で
し
た
。
平
成
16
年

新
潟
県
中
越
地
震
・
平
成
19

年
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、

進
め
て
い
た
「
災
害
時
一
人

も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
～
平
成
24
年

1
．�

平
成
20
年
（
2
0
0
8
年
）
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経

済
状
況
の
悪
化

●�

経
済
状
況
の
悪
化
に
伴
い
、
生
活
困
窮
者
が
増
加
し
、
民
生
委
員

は
生
活
相
談
や
就
労
支
援
な
ど
、
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
を
強
化

し
ま
し
た
。

2
．�

平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
の
東
日
本
大
震
災

●�

震
災
発
生
後
、
民
生
委
員
は
被
災
者
の
避
難
支
援
や
生
活
再
建
支

援
、
心
の
ケ
ア
な
ど
、
復
興
支
援
に
尽
力
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
で

も
加
須
市
を
は
じ
め
多
く
の
市
町
村
で
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
行

な
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
～
平
成
28
年

1
．�

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施

行

●�

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
、
民
生

委
員
は
自
立
相
談
支
援
機
関
と
連
携
し
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
支

援
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
．�

平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
の
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

●�

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
、
外
国
人
な
ど
、
誰
も
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
民
生
委

員
は
地
域
住
民
の
交
流
促
進
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、

地
域
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
気
仙
沼

市
民
児
協
会
長
等
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
被
災

し
た
当
時
の
状
況
や
民
生
委

員
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

第
33
回
大
会
（
平
成
19
年
）

第
38
回
大
会
（
平
成
24
年
）
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平
成
28
年
～
令
和
3
年

1
．�

令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
の
「
孤
立
・
孤
独
」
対
策
の
強
化

●�

孤
立
や
孤
独
を
抱
え
る
人
へ
の
支
援
が
重
要
課
題
と
な
り
、
民
生

委
員
は
地
域
住
民
の
見
守
り
や
声
か
け
、
相
談
支
援
な
ど
、
孤
立・

孤
独
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
．�

令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行

●�

前
例
の
な
い
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
民
生
委
員
は
地
域
住
民
と

の
接
触
を
伴
う
活
動
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
全
民
児
連
に
よ
る
民
生
委

員
制
度
創
設
1
0
0
周
年
に

向
け
た
事
業
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
1
万
人
規
模
で
の

1
0
0
周
年
記
念
大
会
の
開

催
概
要
な
ど
が
大
会
要
覧
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
規
模
縮
小
な
ど
で
対
応

し
て
き
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
に
よ
り
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
外

出
自
粛
な
ど
、
社
会
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

第
42
回
大
会
（
平
成
28
年
）

第
47
回
大
会
（
令
和
3
年
）
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直
井
部
会
長
：

「
そ
れ
で
は
、
主
任
児
童
委
員
制
度
創
設

30
周
年
記
念
座
談
会
を
始
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
は
寺
田
会
長
か
ら

ご
挨
拶
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

寺
田
会
長
：

「
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
主
任
児
童
委

員
制
度
が
こ
の
1
月
で
30
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
の
身
近
な

大
人
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育

て
て
い
く
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、

皆
さ
ん
の
経
験
や
お
考
え
を
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

直
井
部
会
長
：

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
れ
で
は
、

自
己
紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

大
場
会
長
：

「
上
尾
市
か
ら
参
り
ま
し
た
大
場
と
申
し

ま
す
。
第
1
期
か
ら
主
任
児
童
委
員
を

務
め
、
県
の
委
員
会
発
足
当
初
か
ら
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
何
も
な
い
と
こ
ろ

か
ら
何
か
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」

金
子
会
長
：

「
川
越
市
の
金
子
で
す
。
当
初
は
10
人
ほ

ど
で
ス
タ
ー
ト
し
、
方
向
性
は
皆
同
じ

で
し
た
の
で
、
一
致
団
結
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
必
死
に
な
っ
て
や
っ

た
こ
と
が
今
で
は
良
い
思
い
出
で
す
。

本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」

座
談
会

座
談
会

主
任
児
童
委
員
制
度

創
設
30
周
年
記
念

　
令
和
6
年
8
月
22
日
に
、
主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
30
周
年
記
念
座
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
が
制
度
創
設
30
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
創
設
時
に
主
任

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
現
在
も
単
位
民
児
協
の
会
長
・
副
会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
お
話
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
感

じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
や
今
後
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
主
任
児

童
委
員
の
役
割
や
課
題
を
考
え
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
連
携
し

て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

司
会
：
直
井
部
会
長寺田会長

金子会長

直井部会長

大場会長
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要
害
副
会
長
：

「
朝
霞
市
の
要
害
で
す
。
当
時
は
パ
ー
ト

で
仕
事
を
し
て
お
り
、
主
任
児
童
委
員

と
の
両
立
は
大
変
で
し
た
が
、
地
域
で

は
早
く
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
違
和
感

な
く
活
動
で
き
ま
し
た
。
あ
の
時
の
自

分
は
本
当
に
頑
張
っ
て
い
た
な
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」

磯
部
相
談
役
：

「
県
の
副
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
磯
部

で
す
。
主
任
児
童
委
員
部
会
で
は
相
談

役
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」

直
井
部
会
長
：

「
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
主
任
児
童
委
員
に
な
ら
れ

た
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。」

大
場
会
長
：

「
制
度
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
国
か
ら
の

具
体
的
な
方
針
も
な
く
、
何
を
す
べ
き

か
手
探
り
状
態
で
し
た
。
自
分
た
ち
が

何
者
な
の
か
、
何
を
す
る
べ
き
な
の
か

を
模
索
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

受
け
入
れ
側
も
私
た
ち
の
存
在
を
知
ら

ず
、
組
織
自
体
が
未
熟
で
し
た
ね
。
そ

れ
で
も
、
自
分
た
ち
の
位
置
を
確
立
し

た
い
と
い
う
思
い
で
、
多
く
の
勉
強
を

重
ね
、
悩
み
な
が
ら
も
進
ん
で
き
ま
し

た
。創
成
期
は
本
当
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
時
代
で
し
た
。」

金
子
会
長
：

「
本
当
に
そ
う
で
し
た
ね
。
主
任
児
童
委

員
っ
て
何
だ
ろ
う
と
、
自
分
た
ち
で
も

分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
、
部
会
で
積
極

的
に
研
修
を
行
い
、
情
報
を
共
有
し
よ

う
と
努
め
ま
し
た
。
幸
い
、
う
ち
の
市

の
会
長
さ
ん
が
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ

り
、
県
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報
を
皆
で

共
有
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
き
な
助

け
と
な
り
ま
し
た
。」

要
害
副
会
長
：

「
私
も
最
初
は
何
を
や
っ
て
い
い
の
か
分

か
ら
ず
、
自
分
た
ち
で
勉
強
会
を
始
め

ま
し
た
。
周
り
の
理
解
も
な
く
、‘
主
任
’

と
い
う
言
葉
に
違
和
感
を
持
つ
方
も
い

ま
し
た
。
役
職
と
勘
違
い
さ
れ
て
し
ま

い
、
何
を
し
て
い
い
の
か
戸
惑
う
こ
と

も
多
か
っ
た
で
す
。」

大
場
会
長
：

「‘
主
任
さ
ん
’
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
ね
。
今
で
も
そ
の
呼
び
方
は

残
っ
て
い
ま
す
。」

要
害
副
会
長
：

「
そ
う
な
ん
で
す
。‘
主
任
’
と
い
う
言

葉
が
誤
解
を
生
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
主
に
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
が
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
ね
。」

直
井
部
会
長
：

「
現
在
の
主
任
児
童
委
員
を
見
て
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
か
。」

大
場
会
長
：

「
民
生
委
員
さ
ん
に
は
、
児
童
に
関
す
る

こ
と
は
主
任
児
童
委
員
を
窓
口
に
し
て

く
だ
さ
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
部
分

も
あ
り
ま
す
。
学
校
行
事
で
主
任
児
童

委
員
が
先
に
呼
ば
れ
る
と
、
不
満
を
持

つ
方
も
い
る
ん
で
す
。」

金
子
会
長
：

「
そ
う
で
す
ね
。
学
校
か
ら
の
理
解
も
同

様
で
、
一
般
の
先
生
方
は
民
生
委
員
や

主
任
児
童
委
員
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
。
校
長
先
生
や
教
頭
先

生
は
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、

他
の
先
生
方
に
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
ま

せ
ん
。」

磯
部
相
談
役
：

「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
民
生

委
員
が
何
を
し
て
い
る
か
知
ら
な
い
先

生
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
知
っ
て
い
る

の
は
校
長
先
生
と
教
頭
先
生
く
ら
い
で
。

こ
れ
で
は
連
携
も
難
し
い
で
す
よ
ね
。」

金
子
会
長
：

「
だ
か
ら
、
新
年
度
に
は
必
ず
校
長
先
生

や
教
頭
先
生
に
挨
拶
に
行
き
ま
す
。
主

任
児
童
委
員
と
一
緒
に
訪
問
し
、
活
動

内
容
を
説
明
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
少
し
ず
つ
理
解
が
深
ま
っ
て
い
き

ま
す
。」

大
場
会
長
：

「
ま
た
、
入
学
説
明
会
や
健
康
診
断
の
際

に
、
保
護
者
の
方
々
に
私
た
ち
の
活
動

を
紹
介
す
る
機
会
を
設
け
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
に
直
接

お
話
し
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
の
信
頼

磯部相談役 要害副会長
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関
係
を
築
く
一
助
と
な
り
ま
す
。」

要
害
副
会
長
：

「
個
人
情
報
の
問
題
で
、
学
校
か
ら
情
報

を
得
ら
れ
ず
、
動
け
な
い
こ
と
も
多
い

で
す
。
そ
れ
で
も
、
学
校
と
の
連
携
は

と
て
も
重
要
で
す
。」

大
場
会
長
：

「
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
か
ら
積
極
的
に

学
校
に
働
き
か
け
、
一
緒
に
訪
問
す
る

な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
地
域
の
行

事
や
学
校
行
事
に
参
加
し
、
顔
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。」

金
子
会
長
：

「
学
校
運
営
協
議
会
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
や
保
護
者
の

方
々
と
の
信
頼
関
係
が
築
け
ま
す
。」

磯
部
相
談
役
：

「
こ
れ
か
ら
は
教
育
委
員
会
や
学
校
と
の

連
携
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。
情
報
が
共
有
さ
れ
な
い
と
、
活

動
が
難
し
く
な
り
ま
す
か
ら
。」

直
井
部
会
長
：

「
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。」

要
害
副
会
長
：

「
現
在
の
主
任
児
童
委
員
に
、
私
た
ち
が

や
っ
て
き
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
お
願
い

す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

多
く
の
方
が
仕
事
を
持
っ
て
お
り
、
時

間
的
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。
既
存
の
仕

組
み
を
活
用
し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

活
動
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

大
場
会
長
：

「
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動
す

る
主
任
児
童
委
員
が
い
れ
ば
、
新
し
い

こ
と
も
可
能
で
す
。
時
代
に
合
わ
せ
て
、

方
法
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に

情
報
を
届
け
る
方
法
も
考
え
て
い
ま

す
。」

金
子
会
長
：

「
市
町
村
の
会
長
さ
ん
た
ち
に
、
も
っ
と

主
任
児
童
委
員
を
上
手
に
活
か
し
て
ほ

し
い
で
す
。
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

活
動
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。
主
任
児
童

委
員
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
し
っ
か

り
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

磯
部
相
談
役
：

「
地
区
の
会
長
さ
ん
に
も
理
解
し
て
も
ら

い
、
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

情
報
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
多

い
の
で
、
研
修
や
会
議
の
内
容
を
し
っ

か
り
共
有
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。」

大
場
会
長
：

「
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重

要
で
す
。
リ
モ
ー
ト
で
は
伝
わ
ら
な
い

息
遣
い
や
熱
意
を
共
有
す
る
た
め
に
、

直
接
会
う
機
会
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

研
修
会
や
交
流
会
を
通
じ
て
、
お
互
い

の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。」

金
子
会
長
：

「
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の

理
解
も
深
ま
り
ま
す
。
地
域
の
た
め
に
、

皆
で
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

寺
田
会
長
：

「
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
に
よ

る
30
周
年
の
振
り
返
り
で
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
解
消
や
主
任
児

童
委
員
活
動
の
一
層
の
推
進
に
は
単
位

民
児
協
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
影
響
が
大
き
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

定
例
会
の
議
題
や
発
言
機
会
の
確
保
に

よ
り
民
生
委
員
と
の
情
報
共
有
を
図
る

こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。」

要
害
副
会
長
：

「
新
人
の
主
任
児
童
委
員
さ
ん
た
ち
に

は
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
し
て
も

ら
い
、
続
け
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
私
た
ち
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」

直
井
部
会
長
：

「
皆
さ
ん
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
、
寺
田
会
長
か

ら
一
言
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

寺
田
会
長
：

「
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
、
主
任
児
童
委

員
の
役
割
や
課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
地
区
民
児
協
の
会
長
に
は
、
主
任

児
童
委
員
と
の
連
携
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
の

理
解
を
深
め
、
共
に
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
県
民
児
協
と
し
て
も
、

研
修
の
在
り
方
や
情
報
共
有
の
方
法
を

見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
30
周
年
を
機
に
、
少
し
ず
つ
で
も
前

進
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。」

直
井
部
会
長
：

「
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ
れ
で
座
談
会
を
終
わ
り
ま
す
。」要害副会長・大場会長・金子会長
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主
任
児
童
委
員
の
認
知
度
、
学

校
や
行
政
機
関
と
の
関
係
、
委
員

同
士
の
繋
が
り
な
ど
、
今
主
任
児

童
委
員
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
は
、

制
度
創
設
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な

い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
時
々
で
課
題
解
決
に
向
け
た

努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま

す
が
、時
代
の
流
れ
や
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
経
て
、
ま
た
新
た
に
構
築
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
主
任
児
童
委

員
だ
け
で
は
な
く
、
民
児
協
と
し

て
の
力
が
必
要
で
す
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
お

互
い
の
立
場
や
役
割
を
理
解
し
、

単
位
民
児
協
の
会
長
を
筆
頭
に
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
共
有
し
、
一
緒

に
考
え
行
動
し
て
い
く
こ
と
で
、

新
た
な
道
が
見
え
て
く
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
今
後
主
任
児
童
委

員
部
会
と
し
て
も
、〈
協
働
〉
を

テ
ー
マ
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い

く
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�
（
直
井　
千
秋
）

総
　
評

メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

・主任児童委員の活動への理解の不足

例えば…　
・役員会や会長会に
　主任児童委員が参加する。
・主任児童委員の会議に
　会長が参加する。

・主任児童委員のやっていることがわからない ・立場や役割の理解不足（やることがわからない）
・子どもに関することを任せてしまう ・報告・発言の機会の不足
・児童委員としての意識の不足 ・民生委員としての意識の不足

例えば… 見守り・学校行事への参加・子育て支援活動 等
単位民児協としての活動（定例会・研修会・ボランティア 等） 

連携・協働

相談
報告 指示

アドバイス

相談
報告指示

アドバイス

コミュニケーション

一緒に活動する中で理解し合う

知る機会をつくる

単位民児協会長

主任児童委員民生委員・児童委員

現
　
職
：�

川
越
市
第
一
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
　
会
長

委
嘱
日
：�

平
成
6
年
1
月
1
日

（
主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
日
）

現
　
職
：�

埼
玉
県
民
児
協
　
会
長

（
熊
谷
市
会
長
）

委
嘱
日
：�

平
成
元
年
12
月
1
日

現
　
職
：�

埼
玉
県
民
児
協
　
副
会
長

（
戸
田
市
会
長
）

県
民
児
協
　
主
任
児
童
委
員
部
会
　
相
談
役

委
嘱
日
：
平
成
元
年
12
月
1
日

現
　
職
：�

埼
玉
県
民
児
協
　
理
事

（
三
郷
市
代
表
主
任
児
童
委
員
）

県
民
児
協
　
主
任
児
童
委
員
部
会
　
部
会
長

委
嘱
日
：
平
成
25
年
12
月
1
日

現
　
職
：�

上
尾
市
大
石
西
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
　
会
長

委
嘱
日
：�

平
成
6
年
1
月
1
日

（
主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
日
）

現
　
職
：�

朝
霞
市
北
部
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
　
副
会
長

委
嘱
日
：�

平
成
6
年
1
月
1
日

（
主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
日
）

金
子
　
眞
弓

寺
田
　
治
子

磯
部
　
恒
子

直
井
　
千
秋

大
場
　
玲
子

要
害
　
映
子
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委員協議会」を「民児
協」と表記しています。
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埼玉県民生委員・児童委員大会
第50回開催記念号

埼玉県民児協だより
《埼玉県民生委員・児童委員大会�第50回開催記念号》
令和6年12月1日発行
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埼玉県福利委員制度の誕生

1．米騒動と共済会
　大正7年、北陸の一寒村からあげられた烽火は、燎原の火が如く全国を米騒動の渦
に巻き込んだ。
　時の埼玉県知事岡田忠彦氏は深く社会情勢を憂うるところがあり、自ら筆をとって
埼玉県共済協会設立趣意書を起草、まずこれを渋澤榮一氏に諮って広く世に発表した
のが8月25日であった。

　岡田知事は県会議員協議会や部長会議を通じて或いは多額納税者、一般篤志家、製糸業者、県内旅行
業者に合意を求めて熟議懇談すること数次、次第に成案を得て年末までには準備全く成った。
　一方、寄附行為案並びに第1次事業計画案を関係者に示して協議の結果「埼玉共済会」と改称するこ
とに決し、大正8年3月20日設立協議会を開催して議案可決、4月10日財団法人設立の許可を得た。
　かくて大正8年7月埼玉共済会は「福利委員制度」を設け、10月15日児玉郡本庄町ほか25町村に73名
を委嘱したのをはじめとして、年を逐って委員を拡大し、大正9年3月には県下372町村中138町村に
312名、大正11年3月末には336町村に640名、昭和2年9月には僅かに5村を残して全市町村に設置され、
委員数も1,060名を数えるに至った。福利委員の任期は当初は別段の定めはなかったが、その後規定を
改めて任期を3年とし、また市町村長はその会の分区長たると共に常務福利委員とし、関係分区におけ
る委員活動の中心となることになった。この福利委員制度は創設以来12年6ヶ月活動を続けたのである
が、昭和7年1月の救護法実施を前にして、昭和6年12月18日埼玉県告示第619号による埼玉県方面委員
設置規定をもって県に移管し、「方面委員」と改称した。

2 ．埼玉共済会顧問、渋澤子爵
　本県が生んだ財界の巨頭であり、明治、大正、昭和を通じわが国に重きをなした子
爵渋澤榮一氏は、共済会の顧問として福利委員制度についても多大の指導貢献をされ
た。また、救護法実施請願が実った昭和6年、全日本方面委員連盟の結成が決議され、
渋澤子爵は会長に推されたが、その結成式をみずに昭和6年11月長逝された。

�

編
集
を
終
え
て

　

昭
和
48
年
に
財
団
法
人
化
さ

れ
、
そ
の
翌
年
に
開
催
さ
れ
た
第

1
回
県
大
会
も
回
を
重
ね
、
記
念

す
べ
き
第
50
回
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
数
多
く
の
諸
先
輩

の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
認

識
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
ご
来
賓
を
始
め
、
ご
参
会
さ
れ

た
多
く
の
方
々
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
閉
会
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

大
き
な
喜
び
で
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
9
千
人
近
く
の

全
会
員
が
県
大
会
に
出
席
で
き
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
、
会
場
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
も
あ
り
、
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
第
50
回
県
大

会
の
状
況
を
全
会
員
に
お
伝
え
す

る
こ
と
を
願
い
、
発
刊
に
至
り
ま

し
た
。
お
読
み
に
な
ら
れ
た
皆
様

に
第
50
回
県
大
会
の
状
況
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
志
子
田　
健
一
）

渋沢栄一
（埼玉県深谷市所蔵）

岡田忠彦


